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　東京都にて開催された「おんせん県おおいた地獄蒸し祭り in 東京タワー 2024」において、佐伯市
の農業について PRが行われました。
　佐伯市産のホオズキを使用し作成された高さ約７mのホオズキタワーを設置し、佐伯市産の農産物
の PRを行うとともに、新規就農者の募集を行いました。
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【トピックス】令和７年度佐伯市農政施策に関する要望・提言書を市長に提出

１　佐伯市における新規就農者の確保について
要望・提言内容：
ア　新規就農の支援策において、先進地と同等の条件での支援を要望
イ　自営が立ち行くかわからない状況で家屋を購入することはハードルが高いため、農業研
修期間でのお試し移住施設を充実する等、移住者目線に立った支援策を要望
ウ　ファーマーズスクールの入校生を増員させる施策として、様々な農業形態に分類した事
業の展開を要望

２　既存の農業経営者への支援について
要望・提言内容：
ア　高齢化により離農者は年々増加し、耕作放棄地の増加が予想されるため、残された農地が
耕作放棄地とならないよう、行政の支援等による農地の継承施策を要望
イ　施設園芸や野菜の有機栽培農業などには補助制度を活用できるが、土地利用型農業にお
いては補助制度がないため、土地利用型農業にも援助できる施策を要望
ウ　頑張っている農業従事者を離農させない政策の展開を要望

３　企業参入について
要望・提言内容：
ア　企業に条件の良い農地ばかりを提供すれば、残った農地は手が出せないような農地ばか
りとなるため、優良な農地を残すことを要望
イ　企業参入の際、地元の農家や地域コミュニティとの関係構築が重要であるが、競争や利益
相反が生じることがあるため、地域のニーズに応じた企業参入の施策を要望
ウ　新規参入する企業における農業従事者の育成等について、地域との良好な関係を構築す
るためにも、近隣農家での研修制度を検討するよう要望

４　農家及び就農者への補助金等の支援について
要望・提言内容：
ア　必要な時期に必要な補助をいただきたいという思いがあるため、更なる財源の確保と、農
業用機械及び農業用施設の購入経費の補助を要望
イ　退職後に高齢者が農業を開始する場合は全く補助金がない状況であるため、高齢者に対
する補助金について要望
ウ　土地利用型も施設園芸も同じ農業であるため、幅広い範囲での補助金について要望
エ　農業用資材の高騰に対する支援について、国や県への補助支援を働きかけていただくと
ともに、本市事業として、農業用資機材の高騰に対する補助の継続を要望
オ　自然災害等により、緊急的に対応するために必要な融資を受ける制度について、利用しづ
らいため、情報の普及促進を図ることを要望

主な要望・提言

　農業委員会組織は、関係行政機関等に対して農地等利用最適化推進施
策を企画立案し、農地等利用最適化推進施策の改善についての具体的な意
見の提出が義務づけられています。
　そこで佐伯市農業委員会は、令和６年12月２日に宮脇会長をはじめ５名
の運営委員が田中市長に対し、「令和７年度佐伯市農政施策に関する要望・
提言書」を提出しました。
　認定農業者との意見交換会の結果及び農業委員や農地利用最適化推進
委員からの要望等、農業者の声を踏まえたものとなっています。主な要望・
提言内容は以下のとおりです。
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５　獣害対策とその支援について
要望・提言内容：
ア　獣害ネットは、５年から 10年は維持管理してい
かなければならないため、地区に対する修繕費等
の支援を要望
イ　１つの区画をまとめて張れるだけの獣害ネット
や電柵等の支援を要望
ウ　猪より単価の高い鹿を好んで取るということが
実情であるため、猪の単価を上げることを要望
エ　若い猟師の育成を図る施策を要望
オ　山間地域において環境が変化したことにより、鹿や猪等が餌を求めて人里に降りてくる
状況となっているので、針広混交林、或いは広葉樹林の植林を要望

６　災害対策について
　要望・提言内容：
　多大な水害が発生した農地の排水対策についての改善と取組み、災害に強いインフラの整
備、河川や排水路等の堆積土砂等の除去と関係機関への働きかけ、被災した農地や水路等の復
旧作業に対する人的支援体制の整備を要望

※その他、販路先の開拓支援、農地を含めた相続未登記対策を図ることを要望しています。
　関係機関のみなさん、ありがとうございました。
※回答に関するお問い合わせは４月以降に農業委員会事務局まで　TEL 0972-22-4023

　令和６年10月１日に佐伯市役所大会議室において「令和６年度
佐伯市農業委員会による農業者等との意見交換会」を行いました。
この会議で出た意見は農業委員会から佐伯市長へ提出する要望・
提言書に反映されます。今回は、「佐伯市における新規就農者の確
保及び企業参入等による新たな農業担い手の確保について」、また
「佐伯市の農業が抱える現状と課題及び農業者が求める行政からの
支援について」という二つのテーマに絞りました。
　まず二つのテーマについて提案者である市農政課から佐伯市の現状、取組み及び課題について
説明があり、テーマごとに参加者からの意見や要望等を提案していただきました。
　一つ目の新規就農者・担い手の確保について、現況の補助制度やファーマーズスクール制度に
ついては要件があるため、希望者全員が利用できるということではないこと、資材等物価高騰に
より就農時点の初期投資額が大きくハードルが高いこと、また企業参入については、農地の集積
が難しく地域の理解を得られにくい等の意見が出ました。
　対策として、新規就農者を佐伯市に呼込むために農業以外の生活面での支援の必要性や移住者
への経済的ハードルを下げる施策を検討すること等の意見が出されました。
　二つ目の佐伯市農業の現状と課題及び行政支援では、毎回課題として出てくる鳥獣害対策につ
いて支援の要望や防除設備の維持管理に係る補助の要望、また支援策の課題として、親元就労・
兼業農家に対する支援策がないことや、施設園芸が優遇され土地利用型農業に対しての支援施策
が不足している等の意見が出されました。

　今回は、認定農業者協議会、佐伯地区指導農業士会、大分県南部振興
局、佐伯市農政課等、多くの農業関係者・関係行政機関の方々に参加い
ただき、佐伯市農業の現状と課題について生の声を伺うことができ、有
意義な意見交換会となりました。

農業者の皆さんと意見交換会を行いました【トピックス】
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【 地域農業の将来をみんなで考える「地域計画」の策定 】

　近い将来、高齢化や人口減少の本格化により農業者の減少や耕作放棄地が拡大し、地域の農
地が適切に利用されなくなることが心配されています。このような地域の課題を解決するため、
農業経営基盤強化促進法が改正され、市町村において令和 7年 3月末までに「人・農地プラン」
に代わる「地域計画」を策定することが義務付けられました。
　「地域計画」は、農業者や地域のみなさんの話し合いにより策定される将来の農地利用の姿を
明確化した設計図で、概ね10年後を見据え、誰がどのように農地を使って農業を進めていく
のかを地域の話合いに基づきまとめる計画です。現況地図を見ながら話合いを進め、担い手や
10年後に目指すべき農地利用の方針を反映した「目標地図」を作成します。

●地域計画策定のメリット
●10年後の地域内の農地を「誰が耕
作するのか」の見通しをつけること
ができる。
●地域内で進むべき農業の姿（何を、
どのような栽培方法で）を定めるこ
とができる。
●今後、農業をしていく人が耕作しや
すい農業（効率的な営農環境）に
変えていくことができる。
●国の補助や支援を受けやすくなる。

「目標地図」作成のイメージ 

地域計画について【特集】
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佐伯市ファーマーズスクール研修生に聞きました
　佐伯市は、研修品目（いちご・にら・ハウスみ
かん・キク・ホオズキ・スイートピー・野菜（有機
野菜））の栽培・経営技術を就農コーチ（ベテラ
ン農家）のもとで研修するファーマーズスクー
ルを設置・運営しており、新規就農者の育成を
図っています。今回は、この春、苺で就農開始す
る研修生の徳丸さんにお話しを伺いました。

①ファーマーズスクールに入校しようと
　思ったきっかけは ?
以前から夫と農業に興味を持っていまし
た。定年というものがなく、自分の好き
なことをしながら仕事を出来ることに魅
力を感じています。 ⑤ファーマーズスクール制度の実用性は

　どうですか？
凄く良いです! 行政のサポートもしっかりとし
ていますし、栽培の事も座学などで詳しく
教えてもらえます。まったく不満は無いです。

考えたことないですね。制度は充実してい
ますし、色々な農家さんの所にも連れて
いってくれ、勉強もさせてくれます。今の
ところありません。

⑥ファーマーズスクール制度に要望は
　ありますか？

⑦農業に興味を持たれてる方へ一言
農業は良いと思いますよ。是非一度、体
験活動からでも始めてみてください。

⑧最後に黒岩コーチから徳丸さんへ一言
もう頑張ってもらうしかないね。夫婦仲
良くたくさんの苺を作って欲しい !

②苺を選んだのはなぜですか？
一年の中でオンとオフがはっきりとして
いるところです。
収穫期は休みなく作業がありますが、苗
つくりの時期はしっかり休みも取れ、自
分たちの性格に合うと思ったからです。

③どんな農家になりたいですか？
段取りよく仕事をして、子供との時間を
楽しく過ごせる農家になりたいです。

④どのような研修をされていますか？
11月は主に株の手入れで、古い葉や要ら
ない芽を取り除いています。これからは
収穫と調整作業です。

【スクールの内容】 
研修期間：2年間（年間 1200時間以上） 
1 年目：就農コーチ（研修先農家）の圃場に
　　　　おける栽培技術の研修
2年目：1年目同様の栽培研修及び模擬営農
※毎月 1回集合研修、研修期間中に就農準備

【研修生の主な要件】
①研修終了後、佐伯市で就農される方
②年齢が18歳以上47歳以下（研修開始時点）
③新規就農者育成総合対策事業の交付条件
　を満たす方
※詳細についてはご相談ください。

佐伯市ファーマーズスクールの問い合わせ　佐伯市役所農政課 電話 0972-22-3239

德丸悦子さん德丸悦子さん 黑岩浩二コーチ黑岩浩二コーチ
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和紅茶 販売場所
●佐伯市内の道の駅
●海の市場○（まる）
●トキハインダストリー佐伯店
　グリーンポッケ  他

好 評
発売中

大きくなったキウイ
（R6.10 撮影）
大きくなったキウイ
（R6.10 撮影）

和紅茶和紅茶本匠　小野さんご夫婦本匠　小野さんご夫婦 宇目　茶業組合の皆さん宇目　茶業組合の皆さん

　宇目・本匠地域は、豊かな自然環境と適した気候に恵まれ、ここで生産される和紅茶が今注目されて
います。和紅茶は、日本で作られる紅茶で、渋みがなくまろやかな甘みが特徴的です。実は、この和紅茶は、
佐伯市の宇目が発祥の地なんですって。皆さん、ご存知でしたか？今回は、和紅茶を栽培している宇目
の茶業組合のみなさんと本匠の小野さんご夫婦にお話を伺いました。
　日本での紅茶製造は明治8年（1875年）に始まり、大分県の宇目木浦鉱山と熊本県の山鹿市に紅茶伝
習所が設けられました。宇目は天然の茶木が多く自生しており、明治時代には盛んに栽培されましたが、
昭和に入ると緑茶に押されて衰退。しかし、平成15年から宇目茶業組合が復活させ、令和元年には「宇
目茶」として引き継がれました。また、因尾茶で有名な本匠地域でも和紅茶の栽培が始まりました。
　宇目・本匠地域の和紅茶は、摘栽した茶葉を選別し、萎凋（いちょう）、揉捻（じゅうねん）、発酵（はっこう）、
火入れを経て仕上げます。この工程によりクセや苦みが少なく、スッキ
リとした優しい香りとまろやかな味わいが生まれます。実際、飲んでみ
ますと「和の香り」を感じることができて、飲みやすかったです。
　この機会にぜひ、宇目・本匠地域の伝統と技術を受け継いだ和紅茶を
お試しください。

大分の和紅茶ここにあり! 宇目・本匠が誇る和紅茶の魅力【今が旬】

佐伯の農業がんばり人紹介
がんばる農業人　株式会社 想季　羽田湧磨さん

　株式会社想季は、令和3年10月に佐伯市弥生の細田地区で
キウイフルーツの栽培を主体として設立された農業法人です。
　元々は大分市で建設業や福祉事業を手掛けている社長さんが
「これから先の事を考える中で農業分野にも力を注いでいきた
い」という強い思いから立ち上げられました。今回は、株式会
社想季取締役の羽田さんにお話を伺いました。
　経営面積は、細田地区 2ha. 津志河内地区 4ha.（基盤整備中）
将来的には10ha まで規模拡大をし、売上 1 億円を目指して頑
張っています。
　初年度は植え付けた苗木が台風被害で倒れてしまい、行政の方や従業員総出で復旧作業をしま
した。建設業からの農業参入という事で右も左も分からない事ばかりで大変ですが行政や地域の

方々が親身になって相談に乗ってくださり助かっています。
　栽培技術に関しては、月1回県内各地のキウイ農家さんが集
まって『キウイ講座』を開催していただいて、剪定の仕方や蔓の
這わせ方、肥培管理や病害防除など、年間通しての栽培方法を指
導していただいています。
　4月からは大分県農業大学校（豊後大野市三重町）の卒業生2名
を社員として雇用する予定で、人材育成にも力を入れていきたい
と考えています。
　キウイにはビタミンCとビタミンEが豊富に含まれており、美
容と健康に良いと言われているので、将来的にはキウイを使用し
た商品の開発も考えていて『生産・加工・販売』を一貫して行え
る6次産業化も視野に入れながら取り組んでいます。

６



安心で豊かな老後のため、農業者年金に加入しましょう！

金曜日発行　月…700円（消費税込）／ 年…8,400 円（消費税込）

農業者年金の問い合わせや新聞の購買の申し込みは佐伯市農業委員会へ！
☎ 0972-22- 4023　お気軽にご連絡ください！

農業者年金加入条件
①年間60日以上農業に従事（配偶者・後続者も可）
②20歳以上60歳未満の国民年金第1号被保険者
　または60歳以上65歳未満の国民年金任意加入
　被保険者（保険料納付免除者を除く）

次の要件を満たす方はどなたでも加入できます。

は

　全国農業新聞は、「暮らしと経営」に役立つ情報をお届けします。農業に関する最新技術・新製品
や新品種、全国各地で活躍する農業者の工夫やアイデア等、農業に役立つ情報を紹介しています。

農

●全国農業新聞を購読しませんか？ １週間に１度（月4回）、農業・農政情報をお届けします。

業 者 年 金 積 立 年 金

　令和６年８月から９月にかけて農地利用状況調査を実施し、調査の結果、遊休
農地に該当する農地の所有者等に対し、令和７年１月上旬から利用意向調査を実
施しました。調査への御理解、御協力をいただきありがとうございました。
　調査概要については下記表のとおりです。

農地利用状況調査及び意向調査について

（令和７年１月 31日時点）

筆 数 面 積 (ha) 筆 数 面 積 (ha)人 数 筆 数 面 積 (ha)人 数

65,112 3,143.8 2,283 4,548 218.7 786 1,430 70.3

利用状況調査対象 利用意向調査対象 利用意向調査回答

農地を耕作目的で
売買したり貸借する
ときは

３条申請

自分名義の農地を
転用するときは

４条申請

他人名義の農地を
購入もしくは借りて
転用するときは

５条申請

●譲受人の下限面積要件は廃止と
なりました。申請地を含め、所有
または借りている農地を効率的
に耕作すること、申請者または、
その世帯員が農作業に常時従事
することが条件となっています。

農地の売買や転用等をお考えの場合は、地元の農業委員・推進委員、または農業委員会事務局ま
でご相談ください。申請書の締切日は毎月15日（休日の場合はその翌日）で、翌月の５日前後に
開催される農業委員会で審議され、３条・４条・５条申請はその月の中旬までに許可書が交付さ
れます。４条・５条申請で3,000㎡以上のものは県農業会議の常設審議会でも審議され、翌月
下旬までに許可書が交付されます。許可書が交付されるまでは、転用等はできません。申請書は
農業委員会事務局の窓口にあります。また、佐伯市のホームページからもダウンロードできます。

●農地の転用とは、農地を住宅、駐車場、資材置
き場など農地を農地以外のものに用途を変更す
ることです。
●農地の一時転用とは、農地をかさ上げする時な
どに必要な許可です。
●立地基準や一般基準などの要件があります。

農地の転用・売買・賃借等には
農業委員会の許可が必要です。

農業委員会からの

お知らせ

７



　今回、がんばる農業人の取材で訪問させていただいた㈱想季の
羽田さんとのお話しの中で、羽田さんは「まさか自分が農業をす

るなんて思ってませんでした」と言っていた言葉が感慨深かったです。いざ農業に足
を踏み入れてみると今までにない達成感ややりがいを感じている自分に驚かれていて、
私も20年前に就農した頃の事を思い出しました。人それぞれ向き不向きがありますが、
苦手と思っている事でも、挑戦してみると意外と性にあっていたり、物事に対する考
え方が変化する事もあると感じます。今農業に興味を持っているけれど、不安があり
一歩踏み出せない方も居られるかと思いますが、佐伯市ではベテラン農家さんの下で、
栽培に関する技術や農業経営における専門知識などを習得できる『ファーマーズス
クール』を開講しており、新たな担い手の育成に取り組んでいますので、まずは相談
だけでもお気軽にお問い合わせ下さい。農業委員会としても、農地の確保などがスムー
ズにできるように農地利用の集積・集約化を進め、関係機関と連携し、担い手の皆さ
んのお役に立てるよう全力で取り組んでまいります。（広報委員　山田 裕也）

　耕作放棄地解消対策として蒲江森崎地区の一角に年二回景観作物を
植えていますが、今年も11月5日（火）に農業委員、推進委員、農業委員
OB、事務局職員の12名が参加して菜の花の播種作業を行いました。
　圃場は4年目になりましたが、耕耘後には大きな石がゴロゴロと顔を
出すため毎回石拾いからのスタートです。また、イノシシが網を破った
り、地際を掘ったりしているため、作業前には周囲の防護柵の補修と草
刈をしました。
　防護柵やネットの対策をするだけでなく、その後の管理に手が掛か
り、獣害対策は気が抜けません。

「農業先進地視察研修」を実施しました

菜の花の播種作業を行いました

＜発行元＞  佐伯市農業委員会
＜編　集＞  佐伯市農業委員会広報部
　　　　　　・農業委員会事務局
〒876-8585  大分県佐伯市中村南町1番1号
電話　0972-22-4023
E-mail nouisyo@city.saiki.lg.jp

【広報委員】
農業委員…山田 美之・波戸崎 孝・竹中 裕子
　　　　　山田 裕也・吉岡 薫
推進委員…稗田 千公・田村 正信

佐伯市ホームページの
「農業委員会のページ」はコチラ

▲

　宮脇会長以下農業委員、推進委員等関係者 13 名が参加し、令和６年 11 月 12 日（火）から２日間、佐賀
県白石町農業委員会及び東海大学阿蘇くまもと臨空キャンパスを訪問しました。

（１）11月 12日（火）佐賀県白石町農業委員会（白石町役場内）訪問
●白石町は佐賀県南部に位置し、人口は２万１千人余りですが、耕地面積 5,850ha（佐伯市の約３倍）を
有しており、農地集積率が９割を超え、遊休農地全て解消、令和４年度農業年金加入実績全国一位など
の優れた実績を誇る九州を代表する農業先進地です。
●片渕会長以下８名の農業委員及び事務局職員の出迎えを受け、庁内の会議室にて、豊富な資料を元に町
農業の概要をはじめ、多岐に渡る説明を受けた後、意見交換を行いました。

（２）11月 13日（水）東海大学阿蘇くまもと臨空キャンパス訪問
●当キャンパスは、熊本地震被災後、南阿蘇村から阿蘇くまもと空港に隣接する同地に移転し、昨年４月に再
開したばかりであり、11ha を超える広々とした敷地内には近代的な施設が整えられ、農学部３学科に約
500名の学生が学んでいます。（１年次は熊本市内のキャンパスに通います。）

●本館入口のハイビジョンモニターによるオリエンテーションの後、事務局の案内で講義棟や実習棟を見学
しました。講義室や研究室など各部屋の壁はガラス張りで見通しが良く、非常に開放的な印象を与えます。
また、実習棟には、防疫体制を敷いた多目的畜舎が整備され、最新の農機具や研究機材が揃えられています。

８


